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U35 はしま若者会議  実施結果  

 

１ 目 的 

次代を担う若い世代の皆さんとともに、10 年後、20 年後の将来の市の目指す

べき姿や進むべき方向について一緒に考え、次期総合計画に意見を反映すること

を目的として実施した。 

 

２ 参加者 

 15歳以上 35歳未満の市内に居住又は通勤・通学する方を参加対象とし、市広

報紙、市ホームページで広く募集するとともに、市内居住の 15歳以上 35 歳未満

の方から無作為抽出した 1,500人の方に参加のご案内を送付し、応募いただいた

29人の方が参加した。 

 

３ 開催時期・内容 

 開催日 内容 参加者数 

第 1回 令和 5年 7月 23日 
市の現状を踏まえた 20 年後の目指すま

ちの姿及び目指すまちの姿に向け自分た

ちや地域でできることについて議論。 

20人 

第 2回 8月 20日 19人 

第 3回 9月 10日 20人 

第 4回 9月 24日 18人 

 

４ 実施方法 

参加者が 4グループに分かれ議論し、意見を取りまとめた。 

 各テーマにおける主な意見は次のとおり。 
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Ⅰ 子育て・学び 

～次世代を育むまち～ 

Ⅱ 健幸福祉 ・医療 

～共に支え健やかに暮らすまち～  

Ⅲ 産業・交流 

～個性と活力にあふれるまち～  

 子どもが集える場の確

保 

 学童保育サービスの充

実（有料での昼食提供

等） 

 医療・介護・保育施設職

員の待遇改善、人材確

保 

 地域医療の確保 

 企業誘致の推進 

 喫茶店やキッチンカー

等によるイベント実施 

 

 

 

 

 

Ⅳ 市民生活・環境 

～安全・安心、環境にやさしいまち～ 

Ⅴ 都市基盤 

～便利で快適なまち～ 
計画の推進方策 

 空き地・空き家の活用 

 プラスチックごみの回

収頻度増 

 公共交通の確保・利用

促進 

 テレワークの推進 

 市民参画機会の拡大 

 SNS による情報発信促

進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今後のまちづくりに望むこと」 
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Ⅰ 子育て・学び 

～次世代を育むまち～ 

Ⅱ 健幸福祉 ・医療 

～共に支え健やかに暮らすまち～  

Ⅲ 産業・交流 

～個性と活力にあふれるまち～  

 羽島で子育てしたいと

思えるまち 

 子どもが安心して遊べ

る、集まれるような地域

づくり 

 何でも学べるまち 

 協働により高齢者や障

がい者を支えるまち 

 市民全員が元気に暮ら

せるまち 

 医療に心配することが

ないまち 

 

 起業したい人が集まる

まち 

 祭り、イベント、企業誘

致による活気のあるま

ち 

 色々な働き方ができる

ようなまち 

 

 

Ⅳ 市民生活・環境 

～安全・安心、環境にやさしいまち～  

Ⅴ 都市基盤 

～便利で快適なまち～ 
計画の推進方策 

 分かりやすいルールづ

くりをするまち 

 子どもから大人まで安

全に生活できるまち 

 ごみの分別をもっと手

軽にする 

 誰もが利用しやすいま

ち 

 車なしの生活ができる

まち 

 ネット環境が充実して

いるまち 

 交通網が充実したまち 

 新幹線を生かしたまち 

 

 新しいことに柔軟なま

ち 

 市民に還元するまち 

 幅広い年代の人が市政

に関心を持つまち 

 まちの情報を色々な人

が簡単に知ることがで

きる 

 

 

これらに共通する要素を「キーワード」として整理 
 

 子育て、新しいこと、起業     → 生み育てる、創出 

 市民全員、誰もが、幅広い年代   → 誰も取り残さない 

 安心して遊べる、安全に生活できる → 安全・安心 

 元気に暮らせる、活気のある    → 活力 

 ネット環境が充実、交通網が充実  → 便利 

 分かりやすいルール、市政に関心  → 参加・参画 

「20年後の目指すまちの姿」 
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Ⅰ 子育て・学び 

～次世代を育むまち～ 

Ⅱ 健幸福祉 ・医療 

～共に支え健やかに暮らすまち～  

Ⅲ 産業・交流 

～個性と活力にあふれるまち～  

 地域で見守り育てる（寛

容に見守る） 

 専門的な知識のある方に

よる小中学生・高校生向

けの講習会の開催 

 気持ちの良いあいさつを

する 

 羽島のことを知る 

 親や祖父母といった身近

な人に生涯学習を勧める 

 

 高齢者を地域で見守る 

 高齢者に外に出るよう

に勧める 

 （ウォーキング、ラジ

オ体操などの）コミュ

ニティを新たに作る・

参加する 

 市内で飲食・買い物を

する 

 個人や企業として地域

の行事に参加する 

 SNS を活用し羽島の魅

力を発信する 

 相続等が発生したら登

記手続きを漏れなく行

う 

 

Ⅳ 市民生活・環境 

～安全・安心、環境にやさしいまち～ 

Ⅴ 都市基盤 

～便利で快適なまち～ 
計画の推進方策 

 避難グッズ・防災グッズ

をそろえる 

 ハザードマップや避難場

所・避難経路の確認 

 こども 110番の家や地域

パトロール 

 防犯カメラやドライブレ

コーダーの設置 

 ごみ袋が安い店舗を自分

でリサーチする 

 掃除やごみ拾いのボラン

ティア活動への参加 

 古紙回収やリサイクル活

動に取り組む 

 

 コミュニティバスを利

用する 

 ボランティアに積極的

に参加する 

 選挙に行って投票する 

 若者会議のような会議

に参加する 

 情報を待つ姿勢から自

分たちからキャッチす

る主体的な姿勢に変え

る 

 情報リテラシーを持ち

正しい情報かを判断し

た上で周りに広める 

 

「目指すまちの姿に向け自分たちや地域でできること」 


